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１．はじめに

職業能力開発大学校名誉教授故宗像元介氏は，

「このようなスローガン（技能尊重）は，人情に訴え

るところがあるからだれも反対はしない。しかし，

とかくだれも反対しないようなスローガンは，実は

だれも本気で突き詰めて考えない傾きがある」とし

たうえで，「卓越せる技能者表彰」や「技能五輪」

などの技能尊重施策が少数のエリートを選んで畏敬

の念を人為的につくっていくやり方であるとして，

技能尊重の気運が抱える問題点を指摘した１）。畏敬

の念というのは後世に伝えられる業績があってはじ

めて生ずるのであって，業績を残すことが難しい現

代産業における技能者に対しては生じようがないと

いうのである。技能のあり方を憂う宗像先生ならで

はの警鐘である。

しかしそれでも，技能五輪に選手を送り，若い技

能者を育てるために，また技能の大切さをアピール

するために努力する多くの企業があり専門校があ

る。昨年の第39回技能五輪全国大会に際し，埼玉県

は20職種71人という選手団で競技に臨み，うち14職

種において36人の入賞者を出すという成績を残した

が，企業はもちろんのこと，専門校在学中の者が参

加することについても，さまざまな問題を乗り越え

ての参加であり入賞であったことは言うまでもな

い。

以下，川越校鉄骨建築科および飯能校木工工芸科

における取り組みとその指導理念について述べる。

２．技能五輪参加に動機づけられた指導方法

鉄骨建築科，木工工芸科ともに20代の訓練生を中

心とした，定員20名１年間のコースである。鉄骨建

築科ではビルやプレハブに関する知識・技能を，木

工工芸科では家具等木工品を製作するために必要な

知識・技能の修得を目指している。両科とも１年の

コースであるため，７月の地方大会までの準備期間

は３ヵ月しかなく，従来のように，時間をかけて基

礎から技能を積み上げていく訓練方法では間に合わ

ない。

鉄骨建築科の入校後最初の実技訓練は，地方大会

の課題（技能検定２級）の提示から始まる。技能五

輪に参加する選手のためのメニューとしてではな

く，地方大会の課題をすべての生徒の課題として訓

練に取り入れるのである。導入時に目標を明確化し，

そしてその下位目標を順次学ばせていくこのやり方
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は，後の応用のために基礎技能を積み上げていく従

来の方法に比べ，具体的な目標を確認しながら技能

の習得ができるため，訓練生は少ないストレスで意

欲的に課題に取り組むことができる。そしてなによ

り，技能五輪のための特別プログラムをつくらず，

カリキュラムを一本化することによって，限られた

指導員体制のなかで技能五輪に参加することが可能

になったのである。

８月に全国大会の課題が発表になると，全国大会

参加者は手加工により，他の生徒は機械加工により

この課題に取り組むことになる。全国大会の課題は，

技能の優劣を計るいわば物差しである。この課題が

こなせるということは，技能の水準が全国レベルに

あるということになる。そして選手以外の生徒が疑

似的に技能五輪に参加することは，相互に作用し励

まし合い高め合う力になる。さらに，選手以外の生

徒には，全国大会と前後して開催される溶接技術競

技会県大会やJIS検定に挑戦させるが，このような

校内だけに終わらないカリキュラムによって，生徒

は広い視野で目標を明確化していく２）。県溶接技術

競技会では，一般事業所からの参加選手が多いなか，

アークの部で昨年は５位，一昨年は３位と６位に，

毎年上位に入る成績を残している。

これに対して木工工芸科では，道具の取り扱いが

木材加工にかかわるすべての技能の基本であるとい

う考えから，入校後４週目までは技能五輪参加者も

他の生徒と同じ従来の基礎カリキュラムで訓練を行

い，５週目からは不足を補いながら別のカリキュラ

ムに取り組むことになる。限られた指導員によって

効果的に指導を行うためには，何らかの方策が必要

となるわけだが，鉄骨建築科が同一の目標を与える

ことによってグループ・ダイナミックスを活用して

課題についての理解を深化させるのに対し，後述す

るヒューリスティックにより自ら解決法を見いださ

せることで問題を自らのものとしてとらえさせるこ

とを指導の軸としている。このヒューリスティック

は，問題解決方法を身につけさせるためには効果的

である反面，素朴経験主義に陥ると時間のロスが大

きくなる可能性のある点注意を要する。つまり，短

期間のうちにどれだけ多くの経験（失敗）を自分の

ものとして身につけられるか，そしてそのための意

欲が持続できるかが指導のポイントになる。

３．指導理念

指導理念がなければ良い結果が生まれないこと

は，技能五輪のためのプログラムに限ったことでは

ないが，短期間のうちに成果をあげるためには，指

導する側，される側に共通した理念を有しているこ

とが不可欠である。そしてその理念が両者を強く結

びつけるはたらきをし，そこに信頼関係が生まれる

ことになる。以下両科の指導理念について述べる。

３.１　エラン・ヴィタルとしての技能

産業とは，知性によって行われる退屈なルーティ

ン・ワークであるとベルグソンは言う。発明・発見

や創造性を支える「エラン・ヴィタル（生の飛躍）」

という根源力が知性にはなく，知性は既知のものの

再構成にのみふさわしい能力なのだというのがその

根拠である３）。しかし産業の現場において，未知の

写真２　工具の扱いを覚えながら課題に取り組む
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状況のなかでも定理をうまく活用できる技能者は，

その大小があるとしても，パフォーマンスの過程で

発明・発見・創造を行っているといえるのではない

だろうか。そして，この文脈において技能修得の過

程を眺めるなら，知性ではない根源力を養うべく，

自らにとって常に新しい創造を行っていることが実

感できるような訓練を行うことが大切であるという

ことになろう。

スキルは，ある行動を遂行するのに必要な知識お

よび精神的働きと，技巧としての身体的動作の巧み

さの総称で，巧みさをもたらす要素には「安定性」

と「可変性」がある。「安定性」には，ある状況の

なかではいつも同じ一連の動作が遂行されるという

「反応の安定性」と，状況が変化して同様の一連の

動作が遂行できなくても，別の一連の動作を遂行し

てつねに同じ結果をもたらす「結果の安定性」があ

り，また「可変性」とは，状況が変化してもその変

化をある程度予測し，つねに１つ１つの動作がその

変化に応じて対応していくことである４）。つまり退

屈なルーチンワークを支えているのが，知性と「反

応の安定性」であるのに対して，技能の中核を形づ

くっているのはむしろエラン・ヴィタルと「結果の

安定性」あるいは「可変性」であるといえる。

３.２　ヒューリスティックとクオリティ・スクール

ショーンフェルドは，問題解決能力について考え

る際に考慮すべき５つの要素として，リソース，ヒ

ューリスティック，コントロール，信念システム，

文化参入をあげたが５），技能修得のためのもう１つ

のキーワードにヒューリスティックがある。

問題が複雑で，また問題がユニークで新しいため

に，一定の解法が発見されていない非定型的問題を

解く手法のひとつがヒューリスティックである。試

行錯誤のなかから経験則を見いだし，満足できる解

を得るまで繰り返し行って問題を解くことから，発

見法，発見的方法などと訳される。ポリアが言うよ

うに，教師の役割が問題の解き方を教えることでは

なく，生徒が自分自身で問題を解くための手助けを

することであるならば，ヒューリスティックという

知識を有効に利用する能力を身につけさせることが

上位の目標となるはずである。そしてヒューリステ

ィックが有効に用いられるためには，Ｗ・グラッサ

ーが提唱するクオリティー・スクール６）のような

ボス・マネジメントによらない指導環境を用意する

必要があるだろう。

クオリティー・スクールでは，自分との競争があ

るだけで，順位はない。人は自分の行く道をコント

ロールしており，そして人は何かを所有していると

きに最善の努力をするとグラッサーは言う。たとえ

時間がかかっても良い成績を出すことを求められる

が，もともと生徒は良い取り組みをすることが好き

なはずだという考えがその根底にある。クオリティ

ー・スクールのテストが，進捗度を測定するためで

はなく，成果の質を高めるために実施されるのも，

上質（クオリティ）の基本がフィードバックをベー

スとした継続する改善だからである。現実世界で成

功するための最低条件が，自分ができることを示す

ことであるとグラッサーは言うが，知識や技能を身

につけることに意味があるのではなく，それを使う

ことにこそ意味があるという指導の姿勢が大切であ

る。このような環境づくりがなければ，技能五輪へ

の挑戦を実践的技能者育成のためのチャンスとして

とらえることは難しい。

写真３　会場でのプレッシャーが選手を育てる
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３.３　評価について

評価に似た言葉に評定がある。評定は評価のひと

つで，評価結果が数字や文字などの抽象的な符号で

総括的に示されるため，管理目的の評価には適して

いる。しかし教育的な意味を含む評価目的にはあま

り適切ではない。また評価は価値の査定であると考

えられるが，教育評価では「価値の査定」のほかに

「意志決定への援助」という大切な目的があると職

業能力開発総合大学校島田昌幸教授は指摘する。教

育的な意味を有した評価にこの目的を欠くことがあ

れば，その目的は半減するであろう。すなわち評価

者は価値づけをする人ではなく，情報を選択してそ

れを提示する人であり，評価とは意志決定を行う人

を助けるものでなければならない。

指導と評価は表裏の関係にあるのだから，必ずし

も評価が客観的であるとは限らない。行動観察や作

品などの客観的な評価情報に基づいてどう指導する

かを決めるのは瞬間である。「オン・ディマンド評

価」では，生徒が「評価してほしい」と感じたとき

に情報を与える。この方法が有効なのは，一番生徒

の意欲や関心が高まっているときに評価情報を与え

るからである。指導者がしっかりとした技能観や意

志決定力をもち，評価眼を磨くことが評価を教育的

にするための前提であろう。

また認知心理学では，学習とは個人の能動的で個

性的な環境との相互作用の結果もたらされる知識構

造の変容であると考える。つまり人は個性的にしか

学習しないのであり，意欲は自己形成の核になる大

事な側面なのだから，短期的に，また一律に評価す

ることはできない。それゆえ，プロセスや関係性，

状況性などを含めた評価が必要になるのである７）。

デンソー工業技術短期大学校の生駒昇校長は，技

能の伝承は指導の伝承でもあるとして，１人ひとり

違う素材の個性を見抜き，マニュアルではできない

指導が必要であると語ったが８），意欲と評価を考え

るとき，指導者の果たす役割は大きい。生徒が将来

解決する可能性についてどれだけ確信できるか，指

導者自らが評価されることになる。

限られた時間のなかで上質（クオリティ）を求め

るのであれば，評価の意味を明確にしてグループ・

ダイナミックスやヒューリスティックを活用するこ

とが方策のひとつとなる。そして，それらの手法が

効果的に用いられるためには，技能者の育成が意思

決定の支援の場であるということ，また選手・指導

員双方の成長の機会であるということを意識して指

導に当たる必要がある。

４．おわりに

松下電器では専門研修に特に力を入れており，

「本人の意欲を触発させない上司は辞めてもらう」

方針であるという９）。これは人間が本来もっている

創造性を大切にし，企業はそれを支援する場なのだ

とする経営方針の表れといえるが，技能者を支援・

育成していくことを目指す能力開発にあっては，従

来から行われてきた知識や技能の育成に加え，意欲

という情意的側面をさらに積極的に支援していくこ

とが必要なのではないか。

また受験勉強のなかで，「ＡはＢでなければいけ

ない」という機械的かつ即答的な暗記を強いられて

いる今の若者には，「Ａが時にはＣにもＤにもなる」

ということを生理的に許すことができなくなってい

るという10）。これからの変革の時代を生き抜くため

には，覚えた知識ではなく，自ら対象に働きかけ，

写真４　技能五輪は若き技能者の交流の場でもある
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解決する能力を養っていく必要があろう。高度成長

期とは違い，予測のつきにくい時代を技能者が自ら

の技能を頼りに生き抜くために，また技能に人間性

を取り戻すためにも，自身のなかにモノづくりの理

由を求めることが今まで以上に必要とされているの

である。

解決力の向上には孵卵期と呼ばれる中休みが必要

であるといわれるが，技能についても同様であろう。

それゆえ技能五輪に参加することで身につけた技能

を「付け焼き刃」にしないための工夫が必要になる。

わずか数ヵ月で技能五輪に参加させることについて

は，さまざまな議論があろうが，練習を通して，ま

た全国の若き技能者が一堂に会して競うことによる

技能および精神的側面の成長には目覚ましいものが

ある。鉄骨建築科にはトヨタ織機を始め全国の五輪

関係者の見学があり，木工工芸科の選手育成につい

ても専門誌上で評価していただいている11）。職業能

力開発とは，技能者を支援するための環境づくりで

あるといえ，ここに報告した技能五輪に動機づけら

れたカリキュラムや指導理念などの環境づくりが質

（クオリティ）の向上につながったとわれわれは考

えている。

ここ数年の鉄骨建築科（構造物鉄工職種）と木工

工芸科（家具職種）の技能五輪全国大会入賞状況を

表１に示し結びとする。
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年　度 構造物鉄工職種 家 具 職 種 
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平成12年度 

平成13年度 

敢闘賞（1） 

 

敢闘賞（1） 

 

 

銀賞（1） 

銅賞（1） 

銅賞（1） 

敢闘賞（1） 

銀賞（1） 

銅賞（1） 

敢闘賞（1） 

銅賞（3）＊ 

銅賞（1） 

敢闘賞（1） 

＊銅賞３名のうち１名は木工科 

表１　技能五輪全国大会入賞状況




